
町税
126,752

繰越金 29,530 諸収入 26,343 その他 90,131

道支出金
86,744

国庫支出金
146,476

地方交付税
408,867

地方消費税
交付金
30,548

その他交付金
22,364 歳入決算

139億1,057万円

自主財源（19.6％）

・寄附金   34,795
・繰入金   22,331
・使用料および手数料   22,035
・分担金および負担金   7,797
・財産収入 3,172

依存財源（80.4％）

町債
423,302

・地方譲与税 11,485
・地方特例交付金 5,036
・法人事業税交付金 2,426
・環境性能割交付金 1,078
・ゴルフ場利用税交付金 828
・株式等譲渡所
・得割交付金 804
・配当割交付金 520
・交通安全対策
・特別交付金 132
・利子割交付金 55

・固定資産税 55,173  
・町民税 52,589
・町たばこ税 10,238    

・都市計画税 4,926
・軽自動車税 3,701     
・入湯税 125

　一般会計の歳入総額は 139 億 1,057 万 4,537 円、歳出総額は 134 億 8,660 万 3,138 円となり、差額
の 4億 2,397 万 1,399 円を次年度に繰り越しました。なお、繰越額の中には、次年度に実施する事業
財源 7,289 万 7,000 円が含まれているため、実質収支は 3億 5,107 万 4,399 円となりました。

◆
一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
は
、
前
年
度
比
で
約
８
億
３
８
３
９
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
増
減
が
大
き
い
費
目
と
し
て

は
、
衛
生
費
が
約
６
億
２
２
８
２
万
円
の
増
、
農
林

水
産
業
費
が
約
１
億
５
４
９
６
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
全
体
の
構
成
は
、
衛
生
費
が
最
も
多
く
、
次

に
総
務
費
、
民
生
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　令和６年度の一般会計・特別会計・企
業会計の決算が９月議会定例会議で認定
されましたので、決算の内容と主な事業
成果の概要をお知らせします。

◆
一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
は
、町
債
や
地
方
交
付
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
で
約
９
億
６
７
０
６
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
全
体
の
構
成
は
町
税
や
使
用
料
な
ど
、
町

が
独
自
に
確
保
し
て
い
る
自
主
財
源
の
割
合
が
19
・

６
％
、
地
方
交
付
税
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど

の
依
存
財
源
の
割
合
が
80
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳出決算
134億8,660万円

総務費
255,668

衛生費
367,312

土木費
150,235

民生費
218,777

教育費
102,025

公債費
113,248

消防費
45,639

労働費　　     950

議会費　　 6,044

災害復旧費 1,885
諸支出金    　   2,799

商工費　   26,147
農林
水産業費
57,931

差引額　約　億 2,397 万円4

【問い合わせ】企画財政課財政グループ　☎ 73-7503

　

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
目
的
の
た
め
に

一
般
会
計
と
区
分
し
た
会
計
で
、
町
に
は
６

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

1
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
保
険
給

付
を
行
い
、医
療
保
障
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。　

2
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計

　

社
会
情
勢
な
ど
に
よ
り
入
学
者
数
は
定
員

数
に
満
た
な
い
も
の
の
、
介
護
福
祉
士
の
求

人
数
は
堅
調
で
開
校
以
来
36
年
連
続
就
職
率

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

3
介
護
保
険
特
別
会
計

　

要
支
援
者
・
要
介
護
者
が
能
力
に
応
じ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
保
険
給
付
を
行
っ
た
ほ
か
、
介
護
予
防

を
推
進
し
ま
し
た
。

4
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
、
資

格
管
理
の
窓
口
事
務
な
ど
を
行
い
、
健
全
な

医
療
給
付
を
進
め
ま
し
た
。

5
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

分
譲
中
の
朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
（
第
４

期
）
お
よ
び
中
里
住
宅
団
地
（
第
１
期
）
の

管
理
・
販
売
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

6
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

分
譲
中
の
第
４
期
工
業
団
地
の
管
理
・
販

売
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

会計名 歳入决算額 歳出决算額 差　引
1国民健康保険特別会計 14 億 1,421 万円 14 億　611 万円 810 万円
2北海道介護福祉学校特別会計 1 億　876 万円 1億　856 万円 20 万円
3介護保険特別会計 14 億 1,749 万円 13 億 9,085 万円 2,664 万円
4後期高齢者医療特別会計 2 億 4,789 万円 2億 4,724 万円 65 万円
5住宅団地造成事業特別会計 3,401 万円 1,260 万円 2,141 万円
6工業団地造成事業特別会計 3,108 万円 3,108 万円 0万円

合　計 32 億 5,344 万円 31 億 9,644 万円 5,700 万円

収益的収支 決算額
収入額 6 億 8,378 万円
支出額 6 億 3,119 万円
差引 5,259 万円

資本的収支 決算額
収入額 2 億 1,223 万円
支出額 3 億 9,020 万円
差引 △ 1億 7,797 万円

2下水道事業会計

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は
、
企
業

の
経
営
成
績
、
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、企
業
会
計
方
式
を
採
用
し
、

事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う

収
入
（
上
・
下
水
道
料
金
）
を
も
っ
て

充
て
る
と
い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。

1
水
道
事
業
会
計

　

水
を
作
り
、
家
庭
な
ど
に
届
け
る
た

め
の
経
費
（
収
益
的
収
支
）
で
は
、
差

引
約
１
３
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

浄
水
場
の
設
備
更
新
や
配
水
管
の
整
備

な
ど
の
経
費
（
資
本
的
収
支
）
で
は
約

１
億
８
４
３
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し

た
。

2
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
管
や
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
（
収
益
的

収
支
）
で
は
、
差
引
約
５
２
５
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
下
水
道
管
理
セ
ン

タ
ー
の
設
備
更
新
な
ど
の
経
費
（
資
本

的
収
支
）
で
は
約
１
億
７
７
９
７
万
円

の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　　

各
会
計
の
不
足
額
は
、
収
益
的
支
出

の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い

費
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
資
金
（
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
）で
補
填
し
ま
し
た
。

収益的収支 決算額
収入額 3 億 7,749 万円
支出額 3 億 6,422 万円
差引 1,327 万円

資本的収支 決算額
収入額 1 億 6,024 万円
支出額 2 億 6,867 万円
差引 △ 1億　843 万円

1水道事業会計

決決    算算    報報    告告
令和6年度

※単位：万円
（万円単位にそろえているた
め端数が合わない場合あり）

特別会計

企業会計

一般会計

●大切な税金の使い道をお知らせします●大切な税金の使い道をお知らせします
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栗山町第７次総合計画に基づく令和６年度実施事業の一部を紹介
公共施設等の空調設備を計画的に
整備します。

外
壁
・
屋
根
・
屋
上
防
水
改
修
を
行
っ

た
消
防
庁
舎

公
共
施
設
（
10
施
設
）
に
新
た
に
整

備
し
た
空
調
設
備

75,61475,614千円千円 59,37859,378千円千円

老朽化した消防施設等を改修・整備
します。

計画事業
11

計画事業
153

※栗山町第 7次総合計画に掲載されている計画事業番号、事業名（略称）、決算額および計画事業に関連した写真を掲載しています。

海
外
で
の
研
修
の
様
子

増
築
し
た
学
生
寮

110,648110,648千円千円 7,1957,195千円千円

少年ジェット派遣事業を実施します。計画事業
59

計画事業
152

冬期間における道路環境を維持・確
保します。

除
排
雪
事
業
在
り
方
検
討
会
議
の
様
子 204,700204,700千円千円

計画事業
114

高齢者の社会参加と地域の支え合い
活動の充実を図ります。

ま
ち
な
か
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
で
の

交
流
会
の
様
子

19,34719,347千円千円

計画事業
80

開
局
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

放
送
局

くりやまの情報を収集・発信する体
制をつくり、町民との情報共有や町
外への情報発信の充実を図ります。

計画事業
146

35,32835,328千円千円

新
築
し
た
中
央
南
団
地

公営住宅の整備・改修を実施します。計画事業
119

527,158527,158千円千円

学生寮の計画的な整備を図ります。

　

今
月
号
に
掲
載
し
た
決
算
概
要
の

ほ
か
、
栗
山
町
第
７
次
総
合
計
画
に

基
づ
き
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
主

要
施
策
の
成
果
、
ま
ち
の
財
政
状
況

な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
決
算
内
容
を

ま
と
め
た
冊
子
「
グ
ラ
フ
と
写
真
で

み
る
、
ま
ち
の
決
算
と
財
政
状
況
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
左
記
の
施
設
窓
口
に
配

置
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◆
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
栗
山
煉
瓦
創
庫
く
り
ふ
と

◆
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
南
部
公
民
館

◆
図
書
館

　
「
財
政
健
全
化
法
」
と
は
、
財
政
の
健
全

性
を
示
す
左
記
の
指
標
を
導
入
し
、
再
建
の

枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
す
。
実
質
公
債
費

比
率
の
状
況
は
全
道
平
均
を
下
回
っ
て
お
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
将
来
世
代
に
大
き
な

負
担
を
残
す
こ
と
の
な
い
財
政
運
営
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

指　標 (%) 指標の説明 比率
（R6決算）

全道平均
（R5決算）

早期健全
化基準

財政再生
基準

実質公債費比率

一般会計が負担す
る元利償還金など
の標
※
準財政規模に

対する比率

6.4 7.1 25.0 35.0

将来負担比率

一般会計が将来負
担すべき実質的な
負債の標準財政規
模に対する比率

59.1 15.7 350.0  

　この指標のほかにも「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資本不足比率」の指標
がありますが、全ての会計が黒字決算で比率が生じていないため省略しています。
※標準財政規模とは、標準税収入額などに普通交付税を加算した額です。

単位：億円

令和2年度 令和3年度 令和6年度令和4年度

   5.0

17.5

   10.0

   15.0
12.2

21.1

令和5年度

   20.0

   25.0 24.223.8

　

安
定
し
た
財
政
運
営
を
進
め

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し

て
、
決
算
に
伴
う
余
剰
金
の
一

部
や
、
寄
附
金
な
ど
を
原
資
と

し
て
積
み
立
て
た
基
金
の
年
度

末
残
高
は
、
一
般
会
計
分
で
約

24
億
１
５
６
４
万
円
に
な
り
、

前
年
度
比
で
約
３
６
４
１
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
に
お
け

る
取
崩
額
は
約
２
億
２
３
１
４

万
円
、
積
立
額
は
約
２
億
５
９

５
５
万
円
で
す
。

　

町
債
（
町
の
借
入
金
）
に
は
、

毎
年
の
財
源
負
担
を
平
均
化
す

る
役
割
と
、
現
在
と
将
来
の
町

民
負
担
を
公
平
に
す
る
役
割
が

あ
り
、
町
で
は
財
政
状
況
を
悪

化
さ
せ
な
い
よ
う
、
栗
山
町
第

７
次
総
合
計
画
や
行
財
政
改
革

推
進
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

町
債
の
年
度
末
残
高
は
、
全

会
計
分
で
約
２
０
９
億
１
７
４

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
栗
山

赤
十
字
病
院
改
築
等
事
業
に
係

る
町
債
の
借
入
等
に
よ
り
前
年

度
比
で
約
30
億
７
９
０
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

単位：億円

151 152152   150

   200

   100

     50

209

令和2年度 令和3年度 令和6年度令和4年度

   250

     0

178

令和5年度

詳
し
い
情
報
は

詳
し
い
情
報
は

別
冊
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い

別
冊
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ホームページは
こちら

基金残高の推移 ( 一般会計）町債残高の推移（全会計）

広報くりやま　2025. 10 2025. 10　広報くりやま1111 1010


